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１. Laminar screw を用いて頚椎後方固定を行った５
例
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２. 椎体置換術における SynCage-EX の使用経験
国立病院機構岡山医療センター　整形外科
奥 山 倫 弘，　荒 瀧 慎 也，　山 内 太 郎






であった．SCE の特長は expandable cage であることであ
り，我々の症例でも矯正損失は軽度で，有用な治療方法と
考えられた．
３. 軟骨無形成症に対する下腿骨延長術後に MIPO 法
を使った治療経験
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　整形外科学
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５. セメントレス THA における MIS 導入前後の在
院日数とコストの比較
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　整形外科学
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藤 原 一 夫，　黒 田 崇 之，　尾 﨑 敏 文
　当科では変形性股関節症に対し2003年４月以降セメント
レス MIS―THA を導入している．導入以前の術後４週退
院パス使用の非 MIS 症例と術後２週退院の MIS 症例に
ついて在院日数，コスト等について比較検討した．平均在
院日数は非 MIS 群で55日，MIS 群で22日，入院コストは
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14. Intrapulmonary schwannoma の一例
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16. マ ン モ ト ー ム で 診 断 し た lymphocytic 
mastopathy の１例
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　一般的に乳癌では若年者ほど予後不良と言われている．
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川 崎 伸 弘，　羽井佐　実，　松 前 　 大
濱 田 英 明
　症例は74歳の女性，主訴は腹痛．CT で左上腹部空腸に 
multiple concentric ring sign を認め腸重積と診断した．腸





25. 腸重積にて発症した小腸の inflammatory fibroid 
polyp の１例
渡辺胃腸科外科病院
光 岡 直 志，　渡 辺 哲 夫，　佐 藤 直 嗣
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　症例は62歳女性．主訴は体重減少と嘔吐．現病歴は数年
前からときどき嘔吐することがあった．平成18年10月の 
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　症例は54歳男性，右背部痛を主訴に近医を受診，超音波








resected colon-orientated lymphadenotectomy 
の提唱
岡山大学医学部・歯学部附属病院　消化管外科
小 林 直 哉，　岩 垣 博 巳，　山 辻 知 樹
白 川 靖 博，　猶 本 良 夫，　田 中 紀 章
　外科的切除例に対する長期延命への対策の１つとして，
癌の en bloc 切除と non-touch isolation technique の実践
がある．そこで，我々は，大腸癌症例に対して，癌病巣か
ら10㎝の口側および肛門側を最初に proximate linear 
cutter 75を使用して切除し，その両端を把持しながら，当
該切除腸管を左右，前後にハンドリングしながら，第３群
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36. 仙骨前面に発生した Myelolipoma の一例
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　症例は70歳女性．2005年９月左肺腺癌にて左下葉切除術
施行し stage ⅠＡであった．2006年９月 follow up CT で
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中 山 晴 輝，　河 合 　 毅，　横 道 直 佑
滝 内 宏 樹，　母 里 淑 子，　松 本 朝 子
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甲斐田祐子，　石 原 　 諭，　井 上 貴 博
石 丸 　 剛，　鈴木幸一郎
　73歳女性．乗車中の軽四輪が衝突横転し救急搬送．来院
時バイタル安定．左胸部痛，下腹部痛あり画像診断にて多
発肋骨骨折，骨盤骨折．受傷５日目呼吸困難増強し胸部単
純写，CT で消化管胸腔内迷入認め同日開腹．左横隔膜に
約５㎝の貫通創あり，脾臓と結腸が嵌頓していた．創を縫
合し24日目軽快転院した．来院時単純写上左横隔膜は明瞭
で，徐々に結腸が嵌入したと考えられるが，事後検討では
もう少し早く診断可能と思われた．
